
令和 7 年度 江東区立第七砂町小学校 グランドデザイン 校長  

 

【地域・関係機関とともに】 
○地域の人材・自然・施設を生かした教育活動の推進 
○保幼小中の連携 
 ・アプローチ・スタートカリキュラムの相互理解 
 ・キャリアパスポートの活用 
〇地域とともに歩む金管バンド活動の充実 
○関係機関との連携 
 ・こども家庭支援センター、児童相談所 民生児童委員 

・スクールソーシャルワーカー（SSW） 城東警察 
○学校評議員・PTA 役員・教職員との連携 
○地域や保護者の方々の授業参加の促進 
○校長相談日を月に 2 回設定 

【令和７年度の目指す七砂小】 

こどもをまんなかに置き、教職員・保護者・地域が「こどもを

輝かせること」で結ばれている学校 「楽しく学ぶ七砂小」 

教育目標 「すすんで学び、よく考えるこども」 ◎か  し  こ  く 

「優しい心をもち、助け合うこども」  や  さ  し  く 
「からだをきたえ、やりぬくこども」  た く ま し く 

徳 【やさしく】 
★社会生活の基本的なルールを身に付け思いやりの

心と規範意識を醸成する道徳教育・人権教育を行
う。 

☆「子どもの権利条約」「こども基本法」を学ぶ機会
をつくり人権感覚を高め、自分も同じように他の
人の大切さを認める教育を行う。 

☆「いじめ防止基本方針」に基づく、いじめの未然
防止・早期発見・早期解決 

☆道徳教育の充実 
 ・重点内容項目「親切、思いやり」「生命の尊さ」 

・道徳授業地区公開講座の充実 
☆異学年交流を通しての豊かな人間関係の構築  

・ペア学年遠足（大島小松川公園） 
・たてわり班遊び ・クラブ、委員会活動の充実 

◎知 【かしこく】 
★生活科・総合的な学習の時間を中心に各教科において課

題設定力・課題対応力を付ける。 
・児童の考えを引き出し、学習計画を児童とともに立てる

ことで学習意欲を引き出し、探究的な学びを行う。 
☆学習用端末をはじめとする ICT 機器を効果的に活用し

授業の質の向上を図り、個別最適な学びと協働的な学び
の実現を図る 

☆こうとう学びスタンダード（ネクストステージ）を基軸
にユニバーサルデザインの視点を取り入れたすべての
児童が自ら考え楽しく学ぶ授業を展開する 

☆授業改善プランに基づく授業改善を推進し学習評価を
適正に行い、（CDT 標研式テスト等）こどもたちの自己
肯定感を高める。 

☆読書の機会を重視し、読み聞かせ朝会、読書活動の工夫・
推進をする。 

体 【たくましく】 
★すすんで心身の健康や安全、食に興味をもち、望

ましい生活習慣や食習慣の確立を図る。 

・体力テストの結果分析「体つくりの運動遊び」 

・栄養士、養護教諭を中心とした食育や保健指導 

☆体力スタンダードを定着させ、継続して取り組む

運動を工夫し、適切な目標に向かってやり抜く力

を育成する。 

・体育朝会、持久走チャレンジ、長縄チャレンジ、

コオディネーショントレーニング 

☆スタンダード講師と担任が協力して体育の授業

を行い、体力向上と、「粘り強く頑張った」「やり

抜いた」「できた」という気持ちを引き出す。 

【保護者とともに】 
〇ホームページ等による積極的な情報発信と家庭と学校の連絡

ツールとしてのデジタル機器を活用した取組の充実 

○学校公開・学校行事等による教育活動への理解促進 

○家庭と学校の相互理解 

 ・細やかな連絡体制の構築 

 ・Action24 の理念の元に問題事案に対して早期発見・早期解

決を図る。 

〇ＰＴＡとの緊密な連携 

 ・集団登校時における交通安全当番 

・七砂小フェスタ 

○「ＳＮＳ七砂小ルール」を踏まえた「SNS 家庭ルール」の作

成 

【こどもにとって、よき指導者、よき伴走者となる教職員】 

○こどもの自己肯定感を高め、主体的・対話的で深い学びを引き出す授業改善を行う  

○こどもの「命」を預かる学校の安全管理の徹底  

○教職員の人権感覚見直しと服務事故防止の徹底  

○働き方改革の推進 

多様な学びの保障 
☆ひまわり教室の教員と連携し理解教育を行い多様性の理解啓発に努める。 

☆スクールカウンセラー等と連携し学校生活に困り感のある児童への丁寧な対

応、不登校傾向のある児童への支援を行う。 

☆個に応じた学習の場を保障する。別室登校、ブリッジスクール等 

こどもまんなか 
社会の実現へ 


